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 以前、中川らはカナマイシン耐性ベクターシリーズ (pGWB4xx) またはハイグ
ロマイシン耐性ベクターシリーズ (pGWB5xx) の 2 種類のシステムを開発した。
これらのベクターはサイズが小さく、高いコピー数を持つので、目的遺伝子を
容易にクローニングすることが出来る。またこれらのベクターは sGFP, GUS, LUC, 
EYFP, ECFP, G3GFP, mRFP, 6 x His, FLAG, 3 x HA, 4 x Myc, 10 x Myc, GST, 
T7, TAP の 15 種類のタグまたはレポーターのいずれかをもち、様々な実験に用
いる種々の発現クローンを容易に作製することを可能とした。一方で、R4pGWB
システムは attR4-CmR-ccdB-attR2 の受容部位を持ち、attL4-attR1 タイプのプ




とが可能な R4L1pGWB ベクターについて論じる。R4L1pGWB は受容部位として
attR4-attL1 カセットを持ち、LR 反応により attL4-attR1 タイプのプロモータ
ーエントリークローンを組み込むことができる。レポーターは GUS, LUC, eYFP, 
eCFP, G3GFP, TagRFP, G3GFP-GUS を揃えた。R4L1pGWB では 1種類のエントリー
クローンを用いるため、非常に効率のよいクローニングが可能であった。 
 Chapter3 では、bialaphos 耐性遺伝子をもつ植物形質転換用 Gateway ベクタ
ーについて論じる。バックボーンとして pGWB4xx や pGWB5xx と同じくサイズが
小さく、コピー数が大きい pPZP を用いて bialaphos 耐性遺伝子 (bar) マーカ









ATSP 遺伝子をシロイヌナズナデータベースから抽出した。そして、122 の ATSP
遺伝子についてプロモーターレポーターによる発現解析を行なった。その結果、
79 の遺伝子がシロイヌナズナ実生のいずれかの領域において発現しており、37
の遺伝子が特異的な領域で発現していることが分かった。 
 
